
 

 

 

 

 

                                     

校長 山本 洋 

新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いします。 
正月三が日は、例年に比べ晴天に恵まれ、穏やかな新年を迎えることができました。 
しかし、市中では新型コロナウイルス感染症の勢いは収まることはなく、日々多くの感染が

報告されています。季節性インフルエンザの流行も重なり、心配なところですが、引き続き、
感染症予防に配慮しながら、教育活動を進めていきます。 

３学期の行事始めは、席書会です。お手本を前に 1・2 年生は硬筆、３～６年生は毛筆で、
冬休みに練習してきた成果を一斉にのびのびと表現しました。 

 
 
 
 
 
 
この行事も日本の伝統文化にかかわる教育活動の一環ですが、本校ではこのほかにも

むかし遊びや箏教室、落語教室や職人教室など、児童が日本の伝統文化に触れる活動を
各学年で行っています。現代に生きる児童にとっては、かえって物珍しいようで、興味や関心
をもって取り組んでいます。御家庭でも、日本の伝統文化をお子さんと一緒に楽しまれては
いかがでしょうか。 

新たな年も児童一人一人のよさや可能性を引き出しつつ、職員一同、尾久小の「進んで
学ぶ子 やさしい子 たくましい子」を育てて参ります。今年もみなさまの温かな御支援を賜り
ますよう、お願い申し上げます。 
                     

  

     ※予告なしの避難訓練が１回あります。 

日 曜 行事予定 
放課後

遊び 

あらかわ 

寺子屋 

スクール 

カウンセラー 

１３ 金 安全指導 席書会（３・４年） 身体測定（１年） 書道教室（３年） 〇 〇 川本 

１４ 土 授業公開日 租税教室（６年） × ×  

１５ 日 校庭利用２－１    

１６ 月 全校朝会 身体測定（２・５年） 区展鑑賞（４年） ○ ○ 川本 

１７ 火 クリーンクリーン活動（３・６年） 身体測定（３年） 早稲田連携授業（４年） 〇 〇 山口（午後） 

１８ 水 ４時間授業 児童集会 ブックボランティア活動日 × ×  

１９ 木 クラブ活動（４～６年） 〇 〇  

２０ 金 歯・口の健康づくり（１・３・５年） 読み聞かせ（１～３年）  〇 〇 川本 

２２ 日 校庭利用２－１    

２３ 月 全校朝会 家庭学習強化週間始 〇 〇  

２４ 火 糸紡ぎ綿操体験（１年） スポーツ教室始 ○ ○ 山口（午前） 

２５ 水 特別時程（５－２以外給食後下校） 研究授業５－２  × ×  

２６ 木 算数オリンピック 〇 〇  

２７ 金 特別時程５時間 ※下校１３：１５頃（全学年） 家庭学習強化週間終 × × 川本 

２９ 日 校庭利用２－２    

３０ 月 全校朝会 ○ ○  

３１ 火 ５時間授業 体育朝会（長縄集会） ○ ○ 山口（午後） 
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生活目標・・・めりはりのある生活をしよう 

日本の伝統文化に触れる 



３年 芸術家派遣授業 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３年生 芸術家派遣授業  
３年担任 白鳥紗貴 

 １２月５日に文化庁・文化芸術による子供の育成事業の一環として、スターダンサーズバレエ団の

鈴木稔先生にバレエを教えていただきました。 

 まず、バレエ団の方々から、バレエのポジションや動きの紹介、動きの意味を教えていただきまし

た。小さな動き一つ一つに意味があります。声を出さなくても思いを表現できることに驚いている

様子でした。鈴木先生の「みんなで表現してみよう！」の一言で体験開始です。今回はワルツを踊り

ました。初めは、動きの小さかった３年生でしたが、グループに分かれ、分かりやすく教えていただ

けたので、最後の発表会には笑顔のダンスが見られました。 

 体験後の感想には「バレエを習ってみたい！」など、楽しかった様子が伝わる感想ばかりでした。 

４・５・６年生 箏教室 
音楽専科 佐藤 彩乃 

 １２月１４・１５日の二日間、プロの演奏家である吉原先生と櫻木先生に箏を教えてもらいました。

吉原先生に「さくらさくら変奏曲」の演奏を聴かせていただいたときは、その素晴らしい演奏に聴

き入り、思わず「すごい」と声が出てしまうほどでした。４・５年生は「さくらさくら」をよく響く音で

演奏し、６年生は伴奏と旋律の担当に分かれ、ペアで音楽づくりを行いました。五音音階の音を上

手く組み合わせるだけでなく、合わせ爪やグリッサンド等の様々な奏法を取り入れてつくる旋律は

素晴らしく、今までの学習の積み重ねの賜物でした。 

 箏を演奏することは鍵盤ハーモニカやリコーダーを演奏するよりも取り掛かりやすく、どの児童も

集中して活動に取り組む姿が見られました。日本音楽に親しむ気持ちを忘れずにいてほしいです。 
  

４・５・６年 筝教室 

1２月の⾏事紹介 


